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（
業
務
の
継
続
の
特
例
）

第
十
八
条

外
国
人
育
成
就
労
機
構
は
、
育
成
就
労
法
第
八
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
附
則
第
九
条
並
び
に

第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
技
能
実
習
及
び
監
理
事
業
に
関

す
る
技
能
実
習
法
第
八
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

附
則
第
十
五
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
育
成
就
労
機
構
が
行
う
こ
と

と
さ
れ
た
業
務
は
、
育
成
就
労
法
第
九
十
四
条
第
三
項
及
び
第
百
十
四
条
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
育
成
就
労
法
第
八
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
育
成
就
労
機
構
が
附
則
第
九
条
並
び
に
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
技
能
実
習
及
び
監
理
事
業
に
関
す
る
技
能
実
習
法
第
八
十
七
条
第
一
号
及

び
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務（
同
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
業
務
に
限
る
。）

を
行
う
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
文
書
で
、
外
国
人
育
成
就
労
機
構
が
作
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

印
紙
税
を
課
さ
な
い
。

４

印
紙
税
法
第
四
条
第
六
項
の
規
定
は
、外
国
人
育
成
就
労
機
構
と
そ
の
他
の
者（
同
項
に
規
定
す
る
国
等
を
除
く
。）

と
が
共
同
し
て
作
成
し
た
文
書
で
前
項
に
規
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
名
称
の
使
用
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
九
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
名
称
中
に
外
国
人
育
成
就
労
機
構
と
い
う
文
字
を
用
い
て
い
る
者
に
つ

い
て
は
、
育
成
就
労
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
六
月
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
事
業
年
度
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
条

外
国
人
育
成
就
労
機
構
の
最
初
の
事
業
年
度
は
、
育
成
就
労
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
成
立
の
日
に
始
ま
り
、
そ
の
後
最
初
の
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

（
予
算
及
び
事
業
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
一
条

外
国
人
育
成
就
労
機
構
の
最
初
の
事
業
年
度
の
育
成
就
労
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
予
算
及

び
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
事
業
年
度
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
、「
機
構
の
成
立
後
遅
滞
な
く
」

と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
並
び
に
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
三
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置（
罰

則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
政
府
の
措
置
）

第
二
十
四
条

政
府
は
、
新
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
育
成
就
労
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
（
附
則
第
二
十
六
条

第
一
項
に
お
い
て
「
育
成
就
労
制
度
」
と
い
う
。）の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
人
材
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て

必
要
と
さ
れ
る
人
材
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
育
成
就
労
外
国
人
（
育
成
就
労

法
第
二
条
第
四
号
の
育
成
就
労
外
国
人
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
地
方
か
ら
大
都
市
圏
に
流
出
す
る
こ
と

等
に
よ
り
大
都
市
圏
そ
の
他
の
特
定
の
地
域
に
過
度
に
集
中
し
て
就
労
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
監
理
支
援
機
関
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
十
一
号
の
監
理
支
援
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則

第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
育
成
就
労
実
施
者
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
七
号
の
育
成
就
労
実
施
者

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
育
成
就
労
外
国
人
の
人
権
及
び
労
働
環
境
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
育

成
就
労
外
国
人
に
係
る
育
成
就
労
実
施
者
の
変
更
及
び
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
（
育
成
就
労
法
第
八
条
第

二
項
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
を
い
う
。）に
関
す
る
事
務
を
適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
監
理
支
援
機
関
、
育
成
就
労
実
施
者
、
外
国
人
育
成
就
労
機
構
、
公
共
職
業
安
定
所
等
の
間
の
連

携
強
化
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

政
府
は
、
監
理
支
援
機
関
が
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
九
号
の
監
理
型
育
成
就
労
実
施

者
を
い
う
。）か
ら
独
立
し
た
中
立
の
立
場
で
監
理
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４

政
府
は
、
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
に
係
る
社
会
保
障
制
度
及
び
公
租
公
課
の
支
払
に
関
す
る
事
項
並
び
に
新
入

管
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
そ
の
他
の
新
入
管
法
及
び
育
成
就
労
法
の
規
定
の

趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
及
び
関
係
者
に
周
知
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
永
住
者
の
在
留
資
格
の
取
消
し
に
係
る
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
配
慮
）

第
二
十
五
条

新
入
管
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項（
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、

新
入
管
法
別
表
第
二
の
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
の
適
正
な
在
留
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

同
号
に
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
外
国
人
の
従
前
の
公
租
公
課
の
支
払
状
況
及
び
現
在
の
生
活
状
況
そ
の
他
の
当
該

外
国
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
検
討
）

第
二
十
六
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
外
国
の
送
出
機
関
（
育
成
就
労
法
第
九
条
第
一

項
第
十
一
号
の
送
出
機
関
を
い
う
。）及
び
監
理
支
援
機
関
の
事
業
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
育
成
就
労
制
度
の
運
用
状

況
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
育
成
就
労
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後

の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
国
立
国
会
図
書
館
法
等
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
、「
外
国
人

の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施

及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
五
号
）
別
表
第
一
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

二

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
別
表
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

三

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
別
表
第
一
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

四

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
別
表
第
二
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

五

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
別
表
第
三
第
一
号
の
表
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

六

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
別
表
第
一
外

国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

七

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
別
表
第
一
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項

八

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
別
表
第
一
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の

項
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
及
び
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
を
「
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
条

第
一
項
第
二
号
カ

二

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
第
四
号

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
第
七
号
中
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
改
め
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

印
紙
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

第
八
十
九
号
）
第
八
十
七
条
第
一
号
及
び
第
六
号
（
同
条
第
一
号
の
業
務
に
係
る
業
務
に
限
る
。）（
業
務
の
範
囲
）

の
業
務
に
関
す
る
文
書
の
項
中
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

を
「
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
八
十
七
条
第
一

号
」
を
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
一
号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
、「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」

を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
改
め
る
。
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